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研究課題名

前立腺癌 bcal stagingに おける Capsular Enhancement Sign(CES)の 意義

研究計画

(1)背景・意義

mpMRIによる前立腺癌の診断は PRADS scoring guidelineが推奨されてお り、前立腺輪郭の変形を認めない

微小な被膜外進展の予測には length of capsular∞ ntact(LCC)な どが用いられるが十分な診断精度に至って

いない。他の診断方法 として capsular enhancement sign(CES)の有用性を示唆する報告が見られる(Eur J

Radiol,2022)。

(2)目 的

DCE‐MRlにおける CESと 前立腺全摘標本の病理学的被膜外浸潤の関連性について検討する。

(3)方法

当院において mpMRIで前立腺癌の確定診断後ロボット支援下前立腺全摘を施工した症例を対象とする。全摘病理

診断情報なし、ありで術前 MRlにおけるCESの有無を診断する(放射線科 佐藤次郎部長 )。 CESが被膜外進展の

予測因子として有用であるか検討する。

個人情報の取り扱い

本研究の目的を達成するために必要な範囲を超えて診療録からの個人情報を取り扱いません。また、得られた情報
は個人が特定されないように匿名化した上で、細心の注意を払い安全に管理します。
なお、本研究により得られる研究結果は個人が特定されることはない形でまとめます。
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東京警察病院泌尿器科 (Ъ03‐5343-5611)


